
推奨締付けトルクにおいて
も、カーボンハンドルの場合
には、ハンドルへの損傷なら
びに固定不十分となる可能性があります。適切なトルク値に関
しては、完成車メーカーまたはハンドルメーカーでご確認くだ
さい。

E

5mmアレンキーを使用してブレーキレバーを取付けます。

E

●自転車のブレーキは製品のモデルによって取扱いが多少異なることがあ
ります。したがって、ブレーキレバーへの入力や自転車の操作特性など
を含め、個々の自転車のブレーキ系統の適切な操作を充分理解し慣れる
ようにしてください。
ブレーキ系統の操作が適切でないと、自転車のコントロールを失い事故
のもとになり、また大怪我を招くとも限りません。適切な操作について
は、自転車専門店にご相談いただき、また自転車の取扱い説明書もよく
お読みください。ご自分の自転車にお乗りになって、ブレーキ操作など
を練習していただくことも大切です。

●前ブレーキを強くかけると前輪がロックし、自転車が前方向に転倒して重
傷を負う可能性があります。

●後用のブレーキを前ブレーキにはご使用できません。
●製品を取付ける時は、必ず取扱い説明書等に示している指示を守ってく
ださい。またその際、シマノ純正部品の使用をお勧めします。
ボルトまたはナット等が緩んだり、製品が破損すると、突然に転倒して
重傷を負う場合があります。

●ブレーキシューに油脂が付かないように注意してください。シューに油
脂が付いた場合はシューを交換してください。ブレーキが効かなくなっ
て危険です。

●ブレーキケーブルはサビあるいはほつれが無いか点検し、ある場合は速
やかに交換してください。ブレーキが効かなくなり危険です。

●乗る前には必ず前後のブレーキが正しく作動するかどうか確認してくだ
さい。

●雨天時は制動距離が長くなります。スピードを控えて、早めの滑らかな
ブレーキ操作をしてください。

●路面がぬれていると、タイヤがスリップしやすくなります。タイヤがス
リップすると転倒して危険ですので、スピードを控えて、早めの滑らか
なブレーキ操作をしてください。

●取扱い説明書はよくお読みになった後、大切に保管してください

使用上の注意
●ブレーキとブレーキレバーは、推奨のセットで使用することにより、最も
効率よくマルチコンディションシステムの性能が発揮されます。

●ブレーキシューの溝が無くなるまで摩耗した時には、シューを交換してく
ださい。

●ブレーキシューにはそれぞれ特性があります。ブレーキシュー購入時に販
売店にご相談ください。

●通常の使用において自然に生じた摩耗および品質の劣化は保証いたしませ
ん。

●取扱い方法及びメンテナンスについて疑問のある方は、購入された販売店
にご相談ください。

ブレーキレバー

BL-R600 / BL-R440 / ST-R600 / BL-R550 / BL-R770
ST-5600 / ST-5601 / ST-5603

ST-4500 / ST-4501 / ST-4503 / ST-3400 / ST-R500

マルチコンディション
ブレーキシステム

機能を充分に発揮させるために、次のラインナップによる使用を推奨い
たします。

マルチコンディションブレーキシステム
雨天を初めとするさまざまな状況変化に性能が左右されにくい制動性能と
コントロール性能を目指すブレーキシステムです。

ご使用方法 SI-8A20A-003

カンチレバーブレーキ

ブレーキケーブル

BR-R550

（クランプ径： 23.8mm / 22.2mm *1）

*1, *2 : BL-R440

*2

締め付けトルク: 
6 - 8 N･m {60 - 80kgf･cm}

締め付けトルク: 
6 - 8 N･m {60 - 80kgf･cm}

締め付けトルク: 
5 - 7 N･m {50 - 70kgf･cm}

締め付けトルク: 
6 - 8 N･m {60 - 80kgf･cm}

締め付けトルク: 
6 - 8 N･m {60 - 80kgf･cm}

ケーブル固定ボルト
仮締め付けトルク: 

0.5 - 1 N･m {5 - 10kgf･cm}

ブレーキレバーの取付け

1. フレーム台座のバネ穴のまん中に、ブレーキ本体のストッパ
ーピンを入れ、ブレーキ本体を取付ボルトでフレームに固定
します。

2. インナーケーブルをケーブルキャリアにセットします。

E

3. ケーブルキャリアが図のようになる位置でインナーケーブル
を仮固定します。

4. スプリング調整ネジを回し、ケーブルキャリアがアウター受
けの真下にくるようにセットします。

E

8. フレキシブルパイプがブレーキ本体に当たるように
ずらします。

10. バランス調整が必要なときは、スプリング調整ネジで合わせ
ます。

11. ブレーキレバーをグリップにつくまで約10回ほど握り、各
部に異常がないことと、シュ－クリアランスを再確認してか
らご使用ください。

9. ケーブルキャリアが図の位置になればセッティング完了です。
8の図で示されるように、アウター受けとケーブルキャリアと
の間隔が20mm以上あることを確認してください。
ケーブルキャリアがアウター受けに当たるとブレーキが効か
なくなるのを防止するためです。

カンチレバーブレーキの取付け

5. シュ－がリムに当たるように、RワッシャーB（厚い/薄い）を
入れ替えて、シュ－の出代を調整します。

6. シュ－をリムに押し当てた状態で、シュ－固定ナットを締付
けます。

7. ケーブル固定ボルトを緩め、フレキシブルパイプの隙間が2～
3mmになるようにブレーキ本体をずらし、インナーケーブル
を固定します。

5mmアレンキー

5mmアレンキー

スプリング調整ネジ スプリング調整ネジ

シュ－固定リンク

RワッシャーARワッシャーA

ワッシャーアジャスト
ワッシャー

シュ－固定ナット

フレキシブルパイプ

20mm以上

約10回握る

約10回握る

アウター受け

ケーブルキャリア

RワッシャーB（厚い）RワッシャーB（薄い）

5mmアレンキー

5mmアレンキー

5mmアレンキー

5mmアレンキー

ストッパーピン

バネ穴

取付ボルト

当たって
いること

フレキシブルパイプ

当てる

スプリング調整ネジ スプリング調整ネジ
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シュー抜止めピン シュー抜止めピン

カートリッジシューの交換
1. シュー抜止めピンを取り外し、シューホルダーからシューを
溝にそって抜取ります。

3 シュー抜止めピンを確実に差込みます。

2. シューホルダーとシューには、右用・左用があります。
方向とピン穴の位置に注意し、新しいシューを溝にそって入
れます。

シュー抜止めピン

シュー

シュー
差込み方向

シューホルダー シューホルダー

左　　用
前後共通

右　　用
前後共通

シュー

前 方
シュー

前 方

ハンドルグリップは最大外径がφ32mm
以下のものをご使用ください。

SI-8A20A-003-00
安全のために必ずお守りください。

警告

* 取扱い説明書は以下にてご覧いただけます。
http://techdocs.shimano.com
製品改良のため、仕様の一部を予告なく変更することがあります。
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